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V310b 硬X線偏光検出気球実験XL-Calibur用X線望遠鏡の開発 (2)
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XL-Caliburは、日米瑞の国際協力で行われる 15–80 keVの硬 X線域で高感度な偏光観測を目標とする気球実
験計画である。この実験では、硬X線帯域での高い集光能力を実現すべく、焦点距離 12m、口径 45cm、角度分
解能 2.0分角程度の硬X線望遠鏡を搭載する。この望遠鏡の光学設計は、ひとみ衛星用硬X線望遠鏡とほぼ同一
のWolter-I型 2回反射斜入射光学系である。望遠鏡は円周方向に 3つのセグメントに分かれており、各セグメン
トの上下段に 213層、合計 1278枚の薄板反射鏡を搭載する。これらの薄板反射鏡は、櫛の歯状のアラインメント
バーで保持されている。反射鏡の位置精度が望遠鏡の結像性能に大きく影響するため、X線反射像を見ながら、
アライメントバーの位置をミクロン単位で調整する必要がある (光学調整)。2020年 12月までに、全ての反射鏡
の光学調整が完了した。そこで、この望遠鏡の vignetting、結像性能、有効面積等の測定実験を 2021年 6月に大
型放射光施設 SPring-8の BL20B2にて行う。本講演では、これまでの X線望遠鏡の開発状況をまとめるととも
に、性能測定実験の結果を報告する予定である。


